
陰の美と神保町の古書店

　東京神田神保町では陰には価値がある。本が日
焼けしないように古書店は皆北側を向き、陰の中
で店を開いている。ここでは日の当たらない場所に
使い道があるのだ。この神保町の古書店と影の関
係を利用し、神保町の都市（陰）の中に古書店（翳）
をつくり、「日本の影の文化」を継承する ” 古書店 ”
を計画する。

　昔の日本人は、わざわざ空間に大屋根を載せ、
さらに軒や庇で光を内部空間から遠ざけ、闇をつ
くった。
　そして、豆電球ほどの光を包み込むように闇に
覆われた環境を、日本人は暮らしやすいようにさ
らに明るくする技術を作るのではなく、その灯に
照らされた闇の中に美を感じ、美しみ、「影の文化」
をつくりだした。　

神保町

神保町の歴史 神保町に古書店が誕生し、大火や震災、戦災を経て街の復旧の柱となった古書店は、本が日焼けしないよう北側を向き、街を形作っていった
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　当時、日本では洋学が緊急を要する教育・研究課題であり、そのための教育

機関を設置する広大な土地が必要となっていた。江戸時代、現在の場所は「護

持院原」と呼ばれていた。享保 2年（1717年）に護持院原に幕末期、洋学研究

と教育のための施設「蕃書調所」が移転・建設されたことがきっかけとなり、

明治以降も、洋学の教育・研究の中心地として発展していくこととなる。

護持院原（現：神保町）

古書店の誕生

　神保町周辺に、東京大学や専修大学などの教育施設
が立ち並びはじめた明治 10 年代、書店が誕生し始める
ことになる。
　当時は、古書店と新刊書店がはっきり区別されておら
ず、当初は三省堂書や冨山房でも古本を取り扱っていた。

大正 2 年（1913 年）2 月 20 日、大正の神田大火が発生する。神保町は明治
から相次いで火事に見舞われていたが、それらを大きく超える規模の大火
だった。しかし、その後の書店街の復旧は早く、街の再建を契機に繁栄の
中心地は南神保町から、現在の東の神保町一丁目に移転・集中することと
なる。下図は当時の古書店の分布図である。

神田の大火

関東大震災

　 大 正 時 代 に 発 生
した神田大火や関東
大震災からの復興に
よって、神保町の古
書店街の町並みは形
づくられていった。
　昭和に入り、復興
はさらに進んで行く
こととなる。
　左図は、当時の古
書店の分布図である。

　開戦の翌年からは東京の町は空襲に見舞われ、その被害は神保町にも広がってきたが、「本という文化財のある町」
だという理由で一部、空襲を免れたという説もある。上図は過去の資料をもとにして、戦後の昭和 22 年（1947 年）
頃をほぼ再現した「神保町戦災跡マップ」である。
　神保町南側や現在の靖国通りを挟んで北側は空襲などによる繊細焼失範囲が顕著に表れているが、靖国通り南側な
ど古書店の集中していた中枢部はほとんど被害を受けていないことがわかる。町は壊滅状態には至らず今日までの礎
を残すことができた。

第二次世界大戦の余波

北側を向く現在の古書店

令和

　現在の神保町は、右図のような各
機能機能の分布になっている（赤線
の範囲が神保町）。現在の神保町で
も靖国通りに対して南側に古書店が
林立した町並みは、震災、戦災後の
復旧によって形づくられた町並みを
現在まで継承していると思われる。
　それに対して、靖国通りに都電が
走っていた頃、神保町のメインスト
リートとなっていたすずらん通りに
面するように店を構えている古書店
はまばらで、書店よりも飲食店の方
が多く並んでいる。過去に比べ、文
化活動の拠点が少なくなっている。

敷地選定

最終地点を選定

最終選定地点

敷地写真

6 9 12 15 18 日照時間

春分
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冬至

2h10m

0

0

0

　神田神保町三丁目の靖国通り沿いにある敷地面積約 60
㎡の敷地である。靖国通りに面した北側以外の 3 面はビル
に囲まれている。
　周囲のオフイスビルの高さも 30m 以上で日当たりの悪い
場所になっている。そのため、夏以外は直射日光がほぼ入
らず、夏の時期についても数時間ずつビルの隙間から日が
入るほどである。

2019.3.20（春分） 9:00

12:00

15:00

陰翳堂書店 陰の中の翳
陰翳堂書店

　影の空間体験ができる古書店を
提案する。日本に照明技術が流入
する以前、豆電球ほどの光を包み
込むように闇に覆われた環境で、
日本人はその灯に照らされた闇の
中に美を感じ、「影の文化」をつく
り出した。
　
　敷地は東京神田神保町。本の街
の古書店は皆陳列する本が日焼け
しないように北側を向いている。
本来負の要素である影に価値を持
つ神保町の古書店に美の要素を付
加することで、陰翳からみる日本
らしい建築空間をもつ古書店を考
える。

・４方を建物に囲まれたもの
・北側以外の３辺を建物
  に囲まれたもの以外を除外

既存の古書店を除外

・敷地面積が広く、隣接する  
  建物よりも高い建物を除外

日影時間を分析

・幅の広い道路に対して
南側の建物を除外

・h＝４０m 以上の周辺
よりも高い建物を除外

神保町のすべての建物
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御茶ノ水

皇居

日本武道館

神田
絞り込んだ７０地点について、日影
ツールを使用し、春分・秋分・夏至・
冬至の４地点の日影時間を調査



都市がつくる大屋根

　北側以外の三面を高層ビ
ルに囲まれた計画地には、
大きな影が落ちている。そ
れは、先人たちが建物の上
に大きな傘を被せ、中につ
くり出したような深い闇の
空間が広がっている。

「傘のような影」『深い陰』
屋根

すでに光の届かない空間 タテをつなぐヴォイド空間を配置
ヴォイドが光を取り込むための空間になる
内外の光と闇の関係が反転する

陰の中の翳『陰翳礼讃』から見る陰の手法

屋根
谷崎　潤一郎　（1886-1965）『陰翳礼讃』

　日本の小説家。明治末期から第二次世界大戦後の
昭和中期まで、戦中・戦後の一時期を除き終生旺盛
な執筆活動を続けた。『陰翳礼讃』執筆以前の関東
大震災後は、洋風建築に住み、その後自ら設計に関
わった和洋中が混ざった新居「鎖瀾閣」を建てる。
『陰翳礼讃』はその後武庫郡魚崎町横屋に転居した
のち書かれた。

　まだ電灯がなかった時代の今日と違った日本の美の
感覚、生活と自然とが一体化し、真に風雅の骨髄を知
っていた日本人の芸術的な感性について論じたもの。
　日本の生活様式や風俗の独自性を説き、日本建築と
その周辺に現れる陰影に関する伝統美の本質を探ろう
とした文明評論であり、現在でも多くの建築家や都市
評論に引用されている。

刊行：1939

壱

弐参

金�

日本
座敷

床の間

朦朧たる隈

金色の照り返し

深い陰を落とす屋根

　『唯清楚な木材と清楚な壁とを以て一つの凹んだ空間を仕切り、そこへ
引き入れられた光線が凹みの此処彼処へ朦朧たる隈を生むようにする。

　落懸のうしろや、花活の周囲や、違い棚には永劫不変の閑寂がその暗
がりを領しているような感銘を受ける。我らの祖先の天才は、虚無の空
間を任意に遮�して自ら生ずる陰翳の世界に、いかなる壁画や装飾にも
勝る幽玄味を持たせる。』

鈍い光

書院

　『われ　　の国の伽藍では建物の上にまず大きな甍を伏せて、その庇が
作り出す深い廣い蔭の中へ全体の構造を取り込んでしまう。…時とする
と、白昼ともいえども軒から下には洞穴のような闇が繞っていて戸口も
扉も壁も柱もほとんど見えないことすらある。

　左様にわれ　　が住居を営むには、何よりも屋根と云う傘を広げて大
地に一廓の日陰を落し、その薄暗い陰翳の中に家造りをする。』

影の中の翳

わびしい光
　『明り取りというよりも、むしろ側面から射して来る外光を一旦障子で
濾過して、適当に弱める働きをしている。まことにあの障子の裏に照り
映えている逆光線の明りはなんという寒々とした、わびしい色をしてい
ることか。縦繁の障子の桟の一とコマごとにできている隈が、あたかも
塵に溜まったように、永久に紙に沁み着いて動かないのかとあやしまれ
る。

　ほのじろい紙の反射が、床の間の濃い闇を追い払うには力が足りず、
かえって闇に跳ね返されながら、明暗の区別のつかぬ昏迷の世界を現じ
つつあるからである。』

　『諸君はまたそう云う大きな建物の、奥の奥の部屋へ行くと、もう全く
外の光が届かなくなった暗がりの中にある金�や金屏風が、幾間を隔て
た遠い　　庭の明りの穂先を捉えて、ぽうっと夢のように照り返してい
るのを見たことはないか。

　あの金襴の地質とが、いかによく調和し、いかに荘厳味を増している
かが分かるのであって、それと云うのも、蒔絵の場合と同じように、派
手な織り模様の大部分を闇が隠してしまい、たゞ金銀の糸がとき　゛少
しずつ光るようになるからである。』

く く

く
く

　『太陽の光線の入りにくい座敷の外側へ、土庇を出したり、縁側を附け
たりして一層日光を遠のける。そして、屋内へは、庭からの反射が障子
を透してほの明るく忍び込むようにする。
　われわれの座敷の美の要素は、この関節の鋭い光線に他ならない。』

灯に照らされた闇
　『中居が、大きな立衝の前に燭台を据えて畏まっていたが、畳二畳ばか
りの明るい世界を限っているその立衝の後方には、天井から落ちかかり
そうな、高い、濃い、唯一と色の闇が垂れていて、壁に行き当たったよ
うにはね返されているのであった。』

広間

く

『陰翳礼讃』から見る翳と陰

日本紙

柔らかい光
　『奉書や唐紙の肌は、柔らかい初雪のように、ふっくらと光線を中へ
吸い取る。そうして、手ざわりがしなやかであり、折っても畳んでも音
を立てない。それは木の葉に触れているのと同じように物静かで、しっ
とりとしている。』

砂壁

漆

屋根

柔軟な光の軌跡
　『われわれは、この力のない、わびしい、果てしない光線が、しんみ
り落ち着いて座敷の壁へ沁み込むように、わざと調子の弱い色の壁を塗
る。

　われらは何処までも、見るからにおぼつかない外光が、黄昏色の壁の
面に取り着いて辛くも余命を保っている、あの繊細な明るさを楽しむ。』

陰の中のゆらめき
　『あのピカピカ光る肌のつやも、暗い場所に置いてみると、それがとも
し火の穂のゆらめきを映し、静かな部屋にもおりおり風の訪れのあるこ
とを教えて、そぞろに人を瞑想に誘い込む。』

金襖

広間

西洋の美　　ー　屋根が高く尖り、その先が天に沖せんとしているところに美観が存在する。

日本の伽藍　ー　建物の上にまず大きな甍（いらか）を伏せて、その庇がつくり出す深く廣い影の中へ全体
　　　　　　　　が最も目立つ。我々が住居を営むには、何よりも屋根という傘を広げて大地に一 廓の白影
　　　　　　　　を落としその薄暗い陰翳の中に家づくりをする。

屋根　→　影をつくるものではなく機能的なもの少しでも多くの内部を明かりに晒す。

日本の屋根　→　傘　　　　西洋の屋根　→　帽子
いつしか陰翳の中から美を発見し、やがて美の目的に添うように
陰翳を利用するようになった（日本の気候、建材の問題でもある）

美の要素　→　全く陰翳の濃淡によって生まれている
　　　　　　　関節の鋭い光、力のない、わびしい、果敢ない光。

この光が壁へ染み込むように、わざと調子の弱い色の砂壁を塗る。

土庇　縁側　→　より一層座敷へ入る光を遠退ける。
　　障子　　→　庭から反射する光を障子を透かしてほの明るく忍び込む。

金�　金屏風　→　合理的なものである
　　　　　　　　　全く外の光が届かなくなった暗がりの中で照り返してくる

昔の人が黄金を像や四壁へ張った意味
→　暗い空間の中での実用性
　　黄金の反射を利用し、明かりを補うため（銀やその他の金属は、じきに光沢
　　が褪せてしまう）

由緒ある寺　→　派手な織り模様の大部分を闇が隠し、時々金銀の糸が少しづつ光る
　　　　　　　　シワだらけな老僧の皮膚、佛前の燈明の明滅、金襴の地質

荘厳味を増している

　計画地は、絞り込んだ６８の地点の日影調査を行い、もっとも
日影時間の長かった地点であることから、すでに３つの計画地は
日本建築における大きな屋根が覆いかぶさったことによって生ま
れる闇の空間の要素を持っていると考えられる。

大きな屋根

漂う濃い闇

外と中の関係を反転させ、ヴォイドの中の光を弱めながら
それを囲む空間に柔らかな光を届ける。

狭い空間でも天井や四隅が闇に覆われることで、本来の空間の狭さを
感じさせない幽玄味のある空間をつくることができる。

都市の中の高層建築に囲まれ、光の届かなくなった陰の場所は、光の
届かなくなった金�を置くような奥の部屋と似ている。

「灯に照らされた闇」
�かな燭台の灯で照らされた廣間の暗さ

一粒一粒が虹色の輝きを持った、細い灰に似た微粒子が充満しているように見える

昔の御殿や妓楼
→　天井を高く、廊下を廣くとり、何十畳敷きという大きな部屋を仕切るのが普通
　　であった

きりさめの如き闇がいつも立ち込めていたのではないか

壱 弐 参陰の中に光を差し込むヴォイド ヴォイドを囲む本棚 ヴォイドと翳の空間をつなぐ光線

漆

屋根

日本紙
（日本紙）

柔らかい初雪のようにふっくらと光線を中へ吸い取る

（西洋紙）
光線を跳ね返す

中央のヴォイドから日本紙を通して、ふっくらとした柔らかい光が薄暗い
空間の中に差し込み、本を読む空間を作り出す。

我々は、唐紙や和紙の肌理の中に、一種の温かみを感じ、心が落ち着くようになる。

床の間

書院
日本座敷を墨絵に例えるなら、、、
　障子　　→　墨色の最も淡い部分
床の間　　→　最も濃い部分

書院　→　側面から射してくる外光を一旦障子の紙で濾過して適当に弱める働きをして　　　　
　　　　　いる

障子裏に照り映える色　→　寒々としたわびしい色

書院の障子で濾過された光と、障子の桟にできる明暗の境のつかない隈が、わびしさを
演出する

木材と壁とをもって一つの凹んだ空間を仕切り、引き入れられた光が朦朧（もうろう）
たる隈を生むようにする。

落懸のうしろ、花活の周囲を埋める闇　→　不変の静寂がその暗がりを領しているような
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感銘を受ける
西洋人の云う「東洋の神秘」　　　　　  →　暗がりが持つ無意味な静かさを指す
　　　　　　床の間　　　　　　　　　→　陰翳に深みを与える　

床うつり　→　部屋との調和
　絵　　　→　各束ない弱い光を受け留めるための一つの奥ゆかしい「面」にすぎ
　　　　　　　ない　砂壁と同じ作用

縁側に囲まれ、外と間接的に明暗の境のつかない空間は居間のような落ち
着きと侘しさを演出する。

連続する本棚によって奥に行くにつれ、隈を生み出し、暗闇に置かれた
物に陰をつけ、立体感のある陰の空間をつくり出す。

砂壁

日本の漆器の美しさ　→　ぼんやりとした薄明かりの中に置いてこそ発揮される　

漆器 闇

空間を闇で塗りつぶし、一点の灯火か蝋燭の明かりにして見給えると
強い明かりの下ではケバケバしいものが、渋い、重々しいものになる。

床、天井に貼られた漆塗りの板間が本棚から�れる柔らかな光を受け、
空間全体に広げる。

日本建築が取り込む光 一層光を遠のけ、室内へは庭からの反射が障子を透かして
ほの明るく忍びこむようにして生まれた関節の鈍い光線

この光が座敷の壁へ沁み込むようにわざと調子の悪い色の砂壁を塗る

われわれは、見るからにおぼつかなげな外光が、黄昏の壁の面に取り付いて辛くも余命を
保っている、あの繊細な明るさを楽しむ。

本棚から入ってきた光は、床、天井の漆によって鈍く空間内に広がり、
その光を受け止めるように空間は砂壁で囲まれている。

日本
屋敷

われわれの国の伽藍では建
物の上に大きな甍を伏せて
その庇が作り出す深い廣い
陰の中へ全体の構造を取り
込んでしまう。

建物の高さを隣接する建物に合わせ、周囲の建物の影の影響を受けることなく、屋上の光ダクトに光が当たるようにする。
また、隣接する建物と高さを合わせることで、靖国通りから見たとき、水平方向の統一感を感じることができるようにする。

建物の内部には屋上から地上階を経て地下階まで、光ダクトが通っている。
空間中央の光ダクトによるヴォイド空間が明るく、それを囲む商品を陳列する空間が暗いという、日本建築を反転させた空間をつくる。

『陰翳礼讃』

『陰翳礼讃』では、日本の生活様式や風俗の
独自性を、様々な事例に基づいて書かれて
いる。それらの光取り、陰影の要素を抽出し、
本計画である古書店の下記の３つの項目
　1. 建物全体の空間構成
　2. ヴォイドを囲む開口と本棚　　　　
　3. 光を演出する空間のマテリアル
に分類する。

壱

古書店

�弐

参

建物全体の空間構成

ヴォイドを囲む開口と本棚

光を演出する空間のマテリアル



　太陽の光線の入りにくい
座敷の外側へ、土庇を出し
たり、縁側を附けたりして
一層日光を遠のける。
そして、屋内へは、庭から
の反射が障子を透してほの
明るく忍び込むようにす
る。
　われわれの座敷の美の要
素は、この関節の鋭い光線
に他ならない。

陰の中に光を差し込むヴォイド

　光ダクトの中に入り込ん
だ光は、本棚につけられた
障子や建具を介して柔らか
な光を光ダクトを囲む空間
に入れる。それは、真っ暗
な闇の中に鈍い光がじわり
と広がり、空間を照らしな
がらも、翳もあるような光
と翳の調和した空間をつく
りだす。

広間 闇を照らす間接光
　中居が、大きな立衝の前
に燭台を据えて畏まってい
たが、畳二畳ばかりの明る
い世界を限っている
その立衝の後方には、天井
から落ちかかりそうな、高
い、濃い、唯一と色の闇が
垂れていて、壁に行
き当たったようにはね返さ
れているのであった。

広間
灯に照らされた闇

　空間の中央にある地上階
から屋上まで伸びるヴォイ
ドは光の届かない地上階へ
関節光を届け、
地上階の床面にあった光は
十字グリットのの構造体の
隙間から光が外に溢れ、周
囲に柔らかな光
を広げる。

日本
座敷

光を届けるヴォイド日本
座敷

鋭い光

B2 B1 1F 13F

事務

　空間の中心には大きな光ダクトが地上階から最上
階まで通っている。そして、そのヴォイドを本棚が
囲んでいる。

ここで挙げた金襖、砂壁、漆の素材を利用し、空間
に入る光の強さを調節し、空間に変化をつける。

壱

ヴォイドから差し込む光 ヴォイド内部

開口の高さ→縁側から一番奥の部屋までの視線の変化

平面計画　S=1:300

2F~12F

ヴォイド内部は建築空間のの中で最も明るい部分となる。ヴォイド自体は本棚に囲まれ、その内側に光ダクトの機能が設置さ
れる。ヴォイドは地下１階で切れており、入った光は地下一階の床面に落ちるようになっている。

光ダクト
訪れた人の滞在する空間を壁と本棚で囲むことで闇の空間をつくり、中央に光ダクトを配置した、光
と闇の空間が反転した関係をつくる。本棚の中に紛れた開口から闇の空間に向かって差し込む光によっ
て、闇の空間を柔らかく照らし、光と闇の調和した陰影の伝統美を再現した空間を創出する。

光取りとなる開口

視線の高さ

高い 低い

　本棚の開口の高さは上階にいくにつれ
て高くなっていく。
　日本建築がそうであるように、屋上と
いう外の空間にむかって少しずつ明るく
なり視線と光は高くなっていく。

縁側から一番奥に部屋に行くにしたがって
暗く、視線は低くなっていく

赤い開口　→　常に光が差し込む開口　　　　　　グレーの開口　→　開閉可能な開口

開口（上部） 開口（下部）内倒し窓（下）

内倒し窓（上）

引き戸

障害物なし 和紙（暖色） 和紙（白色）

訪れた人は開閉可能な建具を操作し、自分が本を探しやすい、ゆっくりと本を読める明るさ暗さに
調整することができる。

水平空間の日本建築

S=1:300

140021401050
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6740

1268
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　諸君はまたそう云う大
きな建物の、奥の奥の部
屋へ行くと、もう全く外
の光が届かなくなった暗
がりの中にある金襖や金
屏風が、幾間を隔てた遠
い庭の明りの穂先を捉え
て、ぽうっと夢のように
照り返しているのを見た
ことはないか。

金襖
黄金の照り返し

われわれは、この力のな
い、わびしい、果てしな
い光線が、しんみり落ち
着いて座敷の壁へ沁み込
むように、わざと調子の
弱い色の壁を塗る。

　われらは何処までも、
見るからにおぼつかない
外光が、黄昏色の壁の面
に取り着いて辛くも余命
を保っている、あの繊細
な明るさを楽しむ。

砂壁
柔軟な光の軌跡

あのピカピカ光る肌のつ
やも、暗い場所に置いて
みると、それがとも
し火の穂のゆらめきを映
し、静かな部屋にもおり
おり風の訪れのあるこ
とを教えて、そぞろに人
を瞑想に誘い込む

漆
陰の中のゆらめき

金襖

砂壁

漆

　一番奥のフロアは金屏
風に囲まれている。入っ
てくる光の量が少ないか
らこそ、そのわずかな光
を増幅させ、空間内を鈍
く照らす。明るい場所で
はケバケバしい金色も、
闇の中ではわずかな光に
照らされ、非日常的な空
間をつくりだす静かで神
聖な空間となる。

黄金の照り返し

　光ダクトを通して一番
下まで落ちてきた光は、
垂直に土間にあたり、取
り囲む砂壁に反射し、鈍
く広がる。
　ほとんどのフロアは砂
壁に囲まれている。本棚
から入ってくる光を鈍く
照らし、明るすぎない柔
らかな空間をつくりだす。

柔軟な光の軌跡

　床と天井に張られた漆
塗りの板間は空間内に
入ってきた光を照らし、
大きく広げる。

陰の中のゆらめき

　沿道側から入る光を受
け、空間の中心を囲む無数
の凹んだ空間の中には隈が
生まれる。
　そこに並べられる本は空
間の隅を埋める為の陰の引
き立て役にもなり得る。

床の間
本棚の朦朧たる隈

　唯清楚な木材と清楚な壁
とを以て一つの凹んだ空間
を仕切り、そこへ引き入れ
られた光線が凹みの此処彼
処
へ朦朧たる隈を生むように
する。

床の間
朦朧たる隈

　空間は、明るいヴォイド
空間と、暗い本棚のある空
間に隔絶されている。
　本棚のところどころに日
本紙のような境界線を作
り、光と闇の空間を調和さ
せ、優しく照らす。

日本紙
光と闇の境界

　奉書や唐紙の肌は、柔ら
かい初雪のように、ふっく
らと光線を中へ吸い取る。
そうして、手ざわりがしな
やかであり、折っても畳ん
でも音を立てない。
それは木の葉に触れている
のと同じように物静かで、
しっとりとしている

日本紙
柔らかい光

　明り取りというよりも、
むしろ側面から射して来
る外光を一旦障子で濾過
して、適当に弱める働き
をしている。まことにあ
の障子の裏に照り映えて
いる逆光線の明りはなん
という寒々とした、わび
しい色を
していることか。縦繁の
障子の桟の一とコマごと
にできている隈が、あた
かも塵に溜まったように、
永久に紙に沁み着いて動
かないのかとあやしまれ
る。

書院
わびしい光

　ヴォイドの外周は本棚で
囲まれ、彼方此方に建具が
はめ込まれ、ヴォイド空間
側が開くようになってい
る。古書店を訪れ、本を手
に取った人は自分の好きな
明るさ、暗さの空間を求め
ることができる。灯が欲し
ければ建具を開口を開き手
元に光を引き込むことがで
きる。

書院
わびしい光

ヴォイドを囲む本棚弐

ヴォイドと翳をつなぐ光線参

地下１階以外の内部空間は、床と天井が
漆塗りの板張りになっている。

本棚の開口から差し込んだ障子を介した
柔らかい光が漆塗りの板間に照らされ、
闇に包まれた空間に弱々しい光を広げ、
幽玄味のある光と闇の調和した空間をつ
くる。

漆に挟まれた空間

光ダクトから入り込んだ光は、反射しな
がら光の量は減少していく。届く光の弱
い１階、2階部分は壁が金屏風になって
いる。弱々しい入り込んだ光は金の表面
に当たり、その輝きを増幅させ空間内を
鈍く照らし出す。

一番光から遠い空間

１階、2階を除き他の内部空間の壁は砂
壁になっている。本棚の開口から入り込
んだ光、漆塗りの板間を伝ってきた光は
土壁に当たり、土壁は当たった光を優し
く滲ませる。

地下１階は、床も土壁になっている。光
ダクトから入り反射しながら一番下まで
届いた光は直接土壁に当たり空間全体を
明るく滲ませ、上階とは異なる陰の美し
さをつくり出す。

光の終着点

S=1:300
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